
７月１５日（水） 5年「火のトンネル」完成 

 5 年生は総合的な学習の時間に「平和学習」に取り組んでいます。長崎の原爆を学び、

その学びを通して、どのようにして平和を実現していくのかを考えています。 

 そうした取組の一環として、「火のトンネル」の制作に取り組みました。「火のトンネル」

は、5 年生担任の馬場先生がこれまでも取り組んできたものです。子供たちに原爆の惨劇

をいかに自分事として捉えさせ、実感させていくのか模索していく中で生まれたものです。

原爆について学んだ子供たちは、「火のトンネル」の制作を通して、実際には目にすること

のない惨状を想像したり、モデルになることで、その場にいた人の心情に共感したりして

いました。8月 9日の平和祈念集会では、体育館に掲示して、全校のみんなにもその思い

を伝えていくことにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


